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転倒スコアシート



具体的な対策方法

 離床検知装置
（転倒むし）

 低床マット

 壁寄せ２点柵



具体的な取り組み事例①

K氏 女性 ８２歳
転倒スコア 危険度Ⅲ １５点

心不全治療にて入院。認知症あり。下肢の浮腫あり
、歩行不安定だが、徘徊あり。入院当日の夜間に転
倒する。

↓
壁寄せ２点柵と離床検知装置使用するが、検知装置
を自力で外し、ベッド柵を乗り越えて徘徊するため
、壁寄せ１点柵へ変更。



具体的な取り組み事例②

Y氏 女性 ８４歳
転倒スコア 危険度Ⅲ １４点

肺炎治療にて入院。認知症あり。施設入所中
に転倒の既往あり、畳部屋にて生活中。

↓
低床マットにて対応する。体動が激しいため

周囲の環境整備を行い危険防止に努める。



具体的な取り組み事例③

Ｓ氏 女性 ８８歳
転倒スコア 危険度Ⅲ １２点

呼吸不全にて入院中。入院中も数回の転倒歴あ
り。ナースコールの使用が難しく、頻回に起
き上がり、徘徊する。

↓
離床検知装置使用するが、装置が気になり自己
抜去することが多く、低床ベッドと壁寄せ２
点柵併用し対応する。



結果
 活動開始前後の転倒転落率を比較すると、発

生率が減少していた。しかし、入院患者の状
態は日々変化していくため対策による発生率
の減少とはいちがいにはいえない。
 対策を開始してから、転倒転落を起こした患

者はすべて転倒スコアが危険度Ⅲであった。
 対策を行っていても、個々に合った対策方法

でなければ転倒を起こしてしまう。
 対策用具を正しく使用できなければ転倒転落

を防げないこともある。



まとめ
 転倒を防止する必要はあるが、それにより身

体拘束となる場合もあるため、患者の入院前
の環境や現在の状態に考慮し、対策を行って
いく必要がある。

 対策用具を正しく使用できなければ防止でき
ない。

 チーム内だけの情報共有ではなく、スタッフ
全員で情報を共有していく必要がある。

 転倒スコアシートを活用し、ハイリスク患者
の抽出を行っていく。


